
⑪患者に握った手を緩めるように説明

し、 駆血帯を外す

⑫挿入されている留置針の先端部分を軽

く圧迫し、 内筒針を抜取りすばやく点

滴チユーブを接続する

⑬クレンメを緩め滴下筒内の滴下を確認

し、 留置針挿入部の腫脹や痛みの有無

を観察 確認する

⑭留置針と点滴チューブをフィルム

ツシング斉1と紳創 で固定する

臓業感染を防止するため、器具の取扱い

はルールを順守する。 誤つて針を自分に

刺してしまった場合、 流水で洗浄し、 患

者の感染症を確認し、 受診するよう指

する

⑮指示の滴下数にあわせる

⑯患者に終了したことを伝え、点滴中の

注意事項について説明する

実施中に他の患者から声をかけられるな

どの場合、緊急時以外は、業務中断をせず

に他の看護師を呼んで対応してもらう。

⑰再度、 刺入部、滴下数を確認し退出す

る

⑱点滴開始から5分、 15分は訪室し、

副作用の早期発見に努める

点滴開始から5分、 1 5分は訪室し、副

作用の早期発見に努める

3. 後片付け、 実施記録

①後片付けを行い、手洗いを行う

②静脈注射の実施記録を行う

ナースコーjしの位置、 点滴スタンド

一
皮下水腫、 血腫

アナフィラキシー

副作用発現時は、 ただちに点滴を止め、他

の看護スタッフに報告する

3. 後片付け、 実施記録

看護記録を確認する

一連の看三 行為の振り返りを一緒に行

い、 プラスのフィードバックと恋るよう

に、 チエックリストに沿って、 出来たとこ

ろと次回の目標を確認する

 



目標到達時期 3ケ月～6ケ月

点滴静脈注射チエックリスト

1.点滴静脈注射の目的・必要な状況を述ベることができる

2.指示されている薬物の作用と副作用について述ベることができる

3.点滴静脈注射に関連する血管・神経の走行が言える

4.点滴静脈注射の実施にあたって、実施可能かどうかをアセスメントし
判断できる

5.医師の注射指示 で、患者氏名・薬剤名・投与方法・投与時間を確
認できる

6.点滴静脈注射を行うための必要物品が準備できる

確認項目

◎:一人でできる

フ.流水と石鹸で手洗いし、清潔操作を確実に実行できる

部署(

0:支援があれぱできる

8.指示された薬剤を吸い、輸液パックにミキシングできる

9.翰液パックに適切な輸液セットを繋ぎ、プライミングできる

10.患者の元ヘ行き、ネームバンドと呼名(フ・ルネームと生年月日)
.との一致を確認できる

11.患者に注射の目的と内容及ぴ実施中の注意事項、副作用につ
て説明し、同意が得られる

で、患者確認を行い、医師の注射指示

12.穿刺する郁位を、患者の状態に応じ適切に選択できる

怡,静脈.穿刺を安全に実施できる

14.静脈に穿和1した針を確実かつ行動制限を生じない方法で固定でき
る

15,医師の指示された輸液 に従い、滴下数を調整できる

16.患者に点滴のための針の挿入・固定が終了したことを伝え、点滴
中の注意事項にっいて指 できる

17.患者の衣・服や寝具を整え、行動制限が 小限になるように配慮で
きる

” ‘

18.実施後、5～15分後の観察を実施できる

19.決められた方法で使用したものを破棄するなど後片づけができる

20.必要時、点滴 脈注射の実施終了にっいて、リーダー等に報告で
きる

21. 点滴静脈注射の実施を 護記録に記戟できる

コメント(今 ヘのアドバイス)

実施日(

自己評価他者評価

)

)氏名(

実施日(

自己評価他者評価

) 実施日(

自己評価他者評価

)
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技術指‘ 例

与薬の技術

【到達目標】

輸液ボンプ シリ ンジポンプの取り扱いの基本を習得し、 安全な与薬ができる

【到達までの期間】

3ケ月～6ケ月

～輸液ポンプ シリンジポンプを使用した与薬～

【看護技術を支える要素〕

正しい薬剤知識をもち、 暖昧な点は医師や指 者に確認できる

,潔操作が実施できる

患者確認を注射指示筵をもとに実施できる

患者、 寡族にわかりやすい言葉で説明ができる

患者の状況をアセスメントし、 安全 正確な方法で与薬ができる
薬剤の作用 副作用、 静脈注射の合併症を理解し、 異常の早期発見ができる

静脈注射の確実な管理、 実施中 後の観察ができる

【研修方法】

厘亘蚕 弼 担当者

研修内容

教育担当者等

基礎教育での知識と看き 技術の確認

輸液ポンプ シリ ンジポンプを使用した与薬

の目的 手順

担当者

研修内容

厘亟 

臨床工学技士等

輸液ポンプ シリンジポンプの各部の名称と

構造の確認

－18－

担当者 教育担当者等

研修内容 輸液ポンプ シリンジポンプの準備から輸液

の実施、 アラーム時の対処について、 デモン
ストレーションを見学後、 シミユレーション
研修を行う。 研修後にチエックリストを用い

て評価する

担当者 実地指‘ 者

研修内容 実地指導者と共に実際の場面を見学する

厘ΣΣ西

匝亘 

担当者 実地指導者

研修内容 手順に沿って実施する

担当者とともにチエックリストを用い行為を振り返る

シミユレーション研修 評

↓

↓

 

 

 

 

 


